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成果の概要/櫻井洸太朗 

 

この度は、令和 7 年度京都大学教育研究振興財団 国際研究集会発表助成に採択いただき、

誠にありがとうございました。多大なるご支援を賜りましたことに、心より感謝申し上げま

す。 下記の通り、国際学会への出席および研究発表を行いましたので、その成果を報告い

たします。 

 

1. 学会概要  2025 年 10 月 10 日から 14 日にかけて、アメリカ合衆国テキサス州サンア

ントニオにて開催された「Anesthesiology 2025（米国麻酔科学会年次学術集会）」に参加い

たしました。本学会は、世界最大規模の麻酔科学領域の学術集会であり、世界各国から著名

な麻酔科医や研究者が集い、最新の知見や研究成果が発表される場です。 

 

2. 発表内容  私は本学会において、「大規模医療情報データを用いた在宅酸素療法（HOT）

患者の麻酔方法の評価」というテーマで口演発表を行いました。本研究は、在宅酸素療法

（HOT）を受けている患者に対する四肢・下腹部手術における麻酔管理について、大規模

な医療情報データベースを用いて解析を行ったものです。従来、呼吸機能が低下している

HOT 患者に対しては、全身麻酔はリスクが高いと考えられており、区域麻酔が推奨される

傾向にありました。しかし、本研究の結果は、全身麻酔が区域麻酔と比較しても同程度に安

全である可能性を示唆するものでした。これは、従来の臨床的な通説に一石を投じる革新的

な内容であり、今後の周術期管理の選択肢を広げ、患者の予後改善に寄与しうる重要な知見

であると考えております。 

 

3. 成果と今後の展望  発表当日は、各国の専門家から鋭い指摘や建設的なフィードバック

をいただき、活発な質疑応答を行うことができました。自身の研究に対する国際的な評価を

肌で感じることができたことは、研究者として非常に大きな自信となりました。また、滞在

期間中は、世界的に著名な麻酔科医による講演を多数拝聴し、最先端の麻酔管理や鎮痛法に

関する知見を深めることができました。これらの学びは、今後の自身の臨床および研究活動

に直結する貴重な糧となると確信しております。 

 

4. 謝辞  私にとって今回が初めての国際学会での発表であり、渡航や滞在にかかる費用面

での不安が大きな障壁となっておりました。しかしながら、貴財団からの助成をいただけた

ことで、経済的な不安が軽減され、研究発表の準備や当日の学術活動に専念することができ

ました。このような貴重な機会を与えてくださった貴財団の皆様に、改めて深く感謝申し上

げます。今回の経験を糧に、今後も医学の発展と患者様の安全のために精進してまいる所存

です。 


